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【
棒
術
】　
本
来
は
下
級
武
士
や
農
民
の
間

で
護
身
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
棒
術
が
農
村

の
祭
り
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
、ム
ラ
に

侵
入
し
て
く
る
悪
疫
等
を
追
い
祓
う
浄
め
の

意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

前
田
、内
間
の
旧
暦
8
月
15
日
の
夜
に
、ム

ラ
の
発
展
と
子
孫
繁
栄
、豊
年
満
作
を
祈
願

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
市
の
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ

の
棒
保
存
会
で
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

■
前
田
の
棒

　

前
田
の
棒
は
数
え
年
15
歳
か
ら
35
歳
ま
で

　
琉
球
オ
ペ
ラ
創
出
事
業
は
、市
内
児
童
生
徒

の
社
会
性
・
創
造
性
向
上
を
目
的
に
平
成
12

年
度
か
ら「
ア
オ
リ
ヤ
エ
」と
し
て
市
内
の
青

少
年
を
中
心
に
公
演
し
、平
成
24
年
度
に
は
、

メ
ン
バ
ー
に一
部
プ
ロ
キ
ャ
ス
ト
を
加
え
ま
し

た
。平
成
25
年
度
か
ら
は
、こ
れ
ま
で
の
公
演

を
踏
ま
え
、質
の
高
い
琉
球
オ
ペ
ラ
創
出
を
目

標
に
、脚
本
、演
出
、作
曲
を
見
直
し
て
、プ
ロ

の
ソ
リ
ス
ト
を
中
心
に
グ
レ
ー
ド
の
高
い
舞
台

を
創
り
あ
げ
て
い
ま
す
。琉
球
ロ
マ
ン「
ア
オ
リ

ヤ
エ
」は
古
き
良
き
伝
統
に
新
し
い
風
を
吹
き

込
ん
だ
新
た
な
芸
能
と
な
って
い
ま
す
。

祭
の
中
で
見
ら
れ
る

伝
統
芸
能

沖
縄
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
芸
術

琉
球
オ
ペ
ラ 

ア
オ
リ
ヤ
エ

　

首
里
王
府
が
中
国
皇
帝
の
使
者「
冊
封

使
」を
歓
待
す
る
た
め
に
創
作
さ
れ
た
芸
能

で
、音
楽
と
舞
踊
、台
詞
で
構
成
さ
れ
た
沖
縄

独
特
の
歌
舞
劇
で
す
。1
7
1
8
年
、踊
奉

行
に
任
命
さ
れ
た
玉
城
朝
薫（
1
6
8
4
～

1
7
3
4
年
）が
、琉
球
古
来
の
芸
能
や
故
事

を
基
礎
と
し
、能
や
狂
言
、歌
舞
伎
な
ど
の
大

和
芸
能
の
影
響
を
う
け
て
創
作
し
ま
し
た
。

1
7
1
9
年
、尚
敬
王
の
冊
封
式
典
の
後
に

行
わ
れ
た
宴
で
、初
め
て
上
演
さ
れ
好
評
を
得

て
以
来
、士
族
階
級
で
観
劇
さ
れ
、ま
た
、廃

藩
置
県
以
後
は
市
井
の
舞
台
で
演
じ
ら
れ
ま

し
た
。昭
和
47
年
、沖
縄
が
本
土
復
帰
す
る
と

同
時
に
組
踊
は
、我
が
国
の
優
れ
た
芸
能
の
ひ

と
つ
と
し
て
、能
楽
、歌
舞
伎
、文
楽
な
ど
と
同

じ
、国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
を
受
け
ま

し
た
。ま
た
、平
成
22
年
11
月
に
は
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）の
無
形
文
化
遺

産
保
護
条
約
に
基
づ
く
、「
人
間
の
無
形
文
化

遺
産
の
代
表
的
な一覧
表
」に
記
載
さ
れ
ま
し

た
。 国

の
重
要
無
形
文
化
財
指
定
、

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

さ
れ
た「
組
踊
」と
は
？

【
獅
子
舞
】

　
勢
理
客
、内
間
、仲
西
の
旧
暦
8
月
15
日
の

夜
に
、厄
払
い
と
五
穀
豊
穣
、子
孫
繁
栄
を
祈

念
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も
市
の
無

形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、勢
理
客
の
獅
子

舞
は
国
選
択
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
な
って

い
ま
す
。

　
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
獅
子
舞
保
存
会
に
よ
っ

て
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
獅
子
舞
は
戦
前
ま
で
沢
岻
、安
波
茶
に
も
伝

承
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
古
き
良
き
伝
統

国の重要無形文化財「組踊」を
中心とする沖縄伝統芸能の保
存振興を図るとともに、沖縄の地
理的・歴史的な特性を活かしたア
ジア・太平洋地域の拠点を目的と
して、平成16年1月に開場しまし
た。

国立劇場おきなわ
【住所】浦添市勢理客4-14-1
【電話】871-3350

の
男
子
が
演
じ
て
い
ま
す
。ひ
と
り
で
演
ず
る

一人
棒
や
、大
勢
で
演
ず
る
巻
き
棒
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

熱
い
鼓
動
を
伝
え
る
鼓ち

ぢ
ん
し
ゅ
う衆

【
鼓
衆 
若
太
陽（
ち
ぢ
ん
し
ゅ
う 

わ
か
て
ぃ
ー
だ
）と
は
？
】

　

鼓
衆（
ち
ぢ
ん
し
ゅ
う
）と
は
、太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す

人
々
を
意
味
し
、太
陽
の
島
沖
縄
、太
陽
の
都
市
浦
添
に

生
ま
れ
育
っ
た
文
化
や
伝
統
に
絶
え
ず
こ
だ
わ
り
を
持

ち
な
が
ら
、さ
ら
に
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
若
者
た
ち
の
情
熱
を
表
し
た
の
が
若
太
陽（
わ
か

て
ぃ
ー
だ
）で
す
。

【
鼓
衆 

若
太
陽
の
活
動
】

　

鼓
衆 

若
太
陽
は
、平
成
５
年
６
月
に
結
成
し
、琉
球

和
太
鼓
、エ
イ
サ
ー
、獅
子
舞
な
ど
の
創
作
芸
能
を
中
心

に
、県
内
外
の
祭
り
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
、海
外
遠
征
へ
も
は
ば
た
い
て
い

ま
す
。若
太
陽
は
、現
在
15
人
程
度
の
成
人
を
中
心
と

し
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
鼓
衆
グ
ル
ー
プ
】

　

鼓
衆 

若
太
陽
は
、平
成
６
年
に
青
少
年
の
健
全
育

成
の一
環
と
し
て
、子
ど
も
達
へ
創
作
し
た
演
舞
の
指
導

を
開
始
。浦
添
市
を
中

心
と
し
た
各
地
域
に
、

幼
稚
園
児
か
ら
高
校

生
ま
で
を
メ
ン
バ
ー
と

し
た
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、鼓
衆
グ
ル
ー
プ
を

結
成
。現
在
で
は
14
団

体（
2
0
0
人
）の
子

ど
も
達
へ
太
鼓
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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